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NEDO と静岡市は協力協定を締結しました 

―静岡市の多様な実証環境の活用や人材育成などに協力して取り組みます― 
 

エネルギー・地球環境問題の解決や日本の産業技術力の強化のため技術開発を支援する政

府の機関であるNEDOと、恵まれた都市特性を活かし海洋や環境などの技術開発の集積に力を

入れている静岡市は、このたび、協力協定を締結しました。静岡市の多様な実証環境の活用や

人材育成などに協力して取り組みます。 

図1 締結式の様子 

NEDO 斎藤理事長（左）と静岡市 難波市長（右） 

 

1．NEDOと静岡市について 

NEDOは、エネルギー・地球環境問題の解決や日本の産業技術力の強化のため、技術開発を支援する

プロジェクトを実施しています。NEDOプロジェクトの実証試験の実施などには、地方自治体の協力は欠か

せません。また、中小企業やスタートアップにアプローチするため、地方において積極的にNEDO事業のア

ウトリーチ活動や、技術開発に取り組む企業の相談の機会を設けるなど、地方における活動を強化してい

ます。 

静岡市は、海・山・空・市街地などの恵まれた都市特性を活かし、海洋、環境などの技術開発の集積に



力を入れている都市です。今年度からは内閣府の地方大学・地域産業創成交付金事業に採択され、「駿河

湾・海洋DX先端拠点化計画」として、三保飛行場や沿岸海域などの空・海のテストベッド（実証基盤）を活

用し、駿河湾に面した清水港を中心に、国際的な研究開発拠点化を地域づくりとして進めています。 

 

2．協力協定について 

10月27日、NEDOと静岡市は協力協定を締結しました。概要は以下の図の通りです。NEDOは静岡市の

協力を得ることで、NEDOプロジェクト実施に必要な実証環境を確保するとともに、静岡市の企業・大学への

より効果的なアウトリーチが期待できます。静岡市は、NEDOが蓄積してきた知見を得ることでプロジェクト

マネジメント人材を育成し、国際研究開発拠点化の推進に寄与することが期待できます。 

図2 協力協定による主な協力事項（それぞれの役割・期待） 

 

3．問い合わせ先 

（本ニュースリリースの内容についての問い合わせ先） 

NEDO 航空・宇宙部 統括課 担当：根本、中出 

TEL：044-520-5256 E-mail：aero_admi[*]ml.nedo.go.jp 

 

静岡市 経済局 海洋政策部 BX推進課 担当：今川、瀧 

TEL：054-354‐2656 E-mail：bx-suishin[*]city.shizuoka.lg.jp 

 

（その他NEDO事業についての一般的な問い合わせ先） 

NEDO 経営企画部 広報企画・報道課 TEL：044-520-5151 E-mail：nedo_press[*]ml.nedo.go.jp 

 



E-mailは上記アドレスの[*]を@に変えて使用してください。 

 

※新聞、TV などで弊機構の名称をご紹介いただく際は、“NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業

技術総合開発機構）”または“NEDO”のご使用をお願いいたします。 


